
〈令和６年度 インターンシップ参加学生へ質問〉 

〇自己紹介をお願いします。 

 長崎国際大学３回生の宇藤結愛です。将来は公務員も視野に入れており、雲仙市のインタ

ーンシップに参加させていただきました。 

 

〇インターンシップのきっかけはなんですか？ 

 将来は公務員を視野に入れているのですが、公務員がどんな仕事をしているのかよく知

らなかったことや、職場の雰囲気、地域の方々と関わることができる点で５日間というより

多くのことが体験できる雲仙市役所に応募させていただきました。 

 

〇インターンシップの内容はどのようなものでしたか？ 

 窓口業務や移動図書で市内に出向いたり、温泉の温度調査など、毎日異なった業務を体験

させていただきました。 

 

1 日目 
午前 オリエンテーション、雲仙市の概要説明 

午後 市内視察 

2 日目 
午前 小浜総合支所での窓口業務補助 

午後 小浜総合支所での窓口業務補助 

3 日目 
午前 雲仙市図書館での業務補助 

午後 雲仙市図書館での業務補助 

4 日目 
午前 環境政策事業の業務補助（小浜、雲仙での温泉温度調査） 

午後 環境政策事業の業務補助（小浜、雲仙での温泉温度調査） 

5 日目 
午前 広報事業の業務補助 

午後 人事課の事務補助 

 

〇どのような体験をしましたか？ 

 今回のインターンシップでは、毎日異なる部署で多くの業務を体験させていただきまし

た。窓口業務では住民の方々の要望に正確かつ迅速に対応している姿を見ることができ、環

境政策業務では、私たちがいつも見ている観光の裏側での業務を体験することができまし

た。図書館業務での移動図書では子どもたちが嬉しそうに本を選んでいる姿を見ることが

できとても貴重な体験となりました。 

 

〇インターンシップを通して学んだことはなんですか？ 

 この５日間で様々な業務を体験させていただき、市民の方々に寄り添う大切さを学びま

した。沢山の業務を体験したうえで共通して市民の方に寄り添った温かい対応をしていて



とても印象に残っています。このインターンシップで市民の方々に感謝される機会が多く

このような体験はとても貴重だと感じたとともに公務員にしかない魅力のひとつだと感じ

ました。また、市役所の業務も知ることができ将来をもっと考えるきっかけになり、インタ

ーンシップに参加してよかったです。 

 


